
・20年来の英文書刊行事業の中で

CIP（cataloging in publication）は日本にない？ 提携海外出版社からの疑問

・図書館総合展シンポジウム「大学図書館と学内諸組織の共同」（2017年11月）

「図書館の書誌メタデータの充実 たとえば索引データを」
という思いつき的問題提起 ←「論集のチャプターのメタデータが欲しい」

・業績評価のあり方を考える中で 「学術書の周辺化」への危惧

■問題意識の発端

・「「二回り，三回り外」（研究課題の越境）と言われも，，」

←単著と違い，分担執筆場合，不可視なままで本当に領域を越えて

読まれるのだろうか

出版社HPでは全く役に立たない

・業績評価において，本当に確認出来るのか不安

■具体的な問題としての認識――若手研究者からの意見

論集書籍収録論文の可視化の課題と問題点メモ
京都大学学術出版会 鈴木哲也



参考：CIP（cataloging in publication）とは

作品（書籍）の基本的な目録データで，作品が主に出版
された国の国立図書館や政府機関などの出版関連機関が
出版前に作成する。出版者は刊行物のImprint Page

（日本の奥付に当たる）にそのデータを印刷する。

事例：Hau, Caroline (2014) Chinese Question, KUP+NUS Press



■どのような書誌が望ましいのか／現実的なのか

・タイトル，著者，キーワード，要旨，索引……

←しかし簡単ではない
原理的／システム的問題 有用なメタデータ＝検索対象ではない 例えば索引
実務的問題（手間） 米国でのCIP導入をめぐる経緯（岸 2010）

・出版業界は協力するか？ ←いわゆる「ISBN論争」（1981～1992）

■出版業界には何が出来るか／何をせねばならないか

・なにより意識改革 学術コミュニケーションの担い手の自覚

←メタデータの充実がなぜ重要か？ 書誌情報提示の見直し
「切り売り」への抵抗感を乗り越えるような情報提供 さらには編集の工夫にも

・既存のデータベースは活用できるか？ JPO（日本出版インフラセンター）
←対応は出版社で様々

・義務づけなければ，協力する出版社かは少なくないか
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